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はじめに

　三重県熊野灘は，西南日本南岸の南海トラフ
に面する沿岸海域のうち，最も大陸棚の幅が狭
く，急峻な大陸斜面を持つ海域である．水深約
150 mの大陸棚外縁より深い大陸斜面には，志
摩海脚や志摩海丘など大小の海底地形が発達し
ている１）．
　熊野灘の100 m以深の底生動物相に関しては，
1970年代から80年代にかけて貝類，棘皮動物，
カニ類，ヤドカリ類の各動物群について，底曳
網や底刺網漁業の混獲物調査から種リストが作
成された２－５）．一方で採集地点が明確な研究調
査船等による報告例は少なく，わずかに棘皮動
物のウミユリ類，有孔虫類の報告があるのみで
ある６，７）．
　2009年から2016年の三重大学練習船勢水丸を
利用した海洋生態学実習における熊野灘海域
の底生動物調査では，熊野灘の水深100 mから
850 mの海底から胴甲動物門の１種８），タナイ
ス類に寄生するカイアシ類９），多毛類10，11），テ
ヅルモヅル類12）の未記載種が採集され，相次

いで報告された．特に2009年には志摩海脚（水
深816－841m）において，軟体動物門の１種
セイスイガイVeleropilina seisuimaruae Kano, 
Kimura, Kimura & Warén, 2012が，西太平洋
海域からの単板綱の初記録として報告された13）．
その後も国内海域からの単板綱の採集報告はな
く，熊野灘が唯一の生息確認海域である．
　これまでの調査から熊野灘の深海底には，複
雑な海底環境を背景に多くの未知の種が生息し，
特異な底生動物群集を形成していることが予想
される．しかし，過去に幅広い動物門を対象に
した底生動物相調査は行われたことがなかった．
　本研究では熊野灘の大陸棚から大陸斜面にか
けての水深100 mから1000 mの深海底生生物相
を明らかにするために，三重大学練習船勢水丸
のNo．1722研究航海においてドレッジ及びビー
ムトロール調査を行った．調査には三重大学，
北海道大学，東北大学，東京大学，京都大学，
鹿児島大学と国立科学博物館の系統分類学の研
究者が乗船した．本報告では現時点における底
生動物相を明らかにし，各動物群のトピックを
まとめた．

Abstract

　In this study, we had investigated the benthic deep-sea fauna using the dredge and beam 
trawl in the region from the continental shelf to the continental slope of the Sea of Kumano, Mie 
Prefecture, during the No．1722 research voyage of the training ship Seisui-Maru of Mie University. 
The survey was carried out at 16 stations covering a depth range of 113－1059 m. The results 
of the survey, 14 phyla had been confirmed. Arthropod, echinoderm, annelid and molluscan 
macrobenthos were collected from all of the stations. The phylum number of each station was in 
the range from 4 to 11. The largest number of phyla had been confi rmed at St．10D of boulders 
bottom（768－800 m depth）. Meiobenthos confi rmed in our sample were kinorhynchs, nematodes, 
tardigrades, loriciferans and small arthropods such as tanaidaceans, copepods and cumaceans. In 
addition to free-living species, parasitic copepods, isopods, platyhelminthes, acanthocephalans and 
nematodes had been found in fi sh, crustaceans and polychaetes.

Key words：benthos, deep-sea, fauna, parasite, Sea of Kumano
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試料と方法

　調査は2017年11月７日から11月11日までの
５日間のNo．1722研究航海において，熊野灘の
水深113 mから1059 mの16か所で行った（表１，
図１）．調査漁具は幅２ m，網長７ m，目合５ 
mmのビームトロール１台及び幅1.4 m，網長５ m，
目合５ mmと幅1.0 m，網長５ m，目合５ mm
のドレッジ各１台を用いた．ビームトロールの
網の内側には，小型ベントス採集用のプランク
トンネットを２個取り付けた．St．1B，St．2B，
St．3B，St．4B，St．5B，St．6Bの６地点ではビー
ムトロールを，St．1D，St．2D，St．3D，St．5D，
St．6-1D，St．6-2D，St．7D，St．8D，St．9D，
St．10Dの10地点ではドレッジをそれぞれ用い
た（図１）．曳網時間は10分から58分の範囲だっ
た．採集された試料は目合0.5 mm，１ mm，５ 
mm，10 mmのふるいでふるった後，目視と実
体顕微鏡を用いて生物を抽出し，同定した．ド
レッジで採集された底土の一部とビームトロー
ルに取り付けたプランクトンネット内の試料は，
かき混ぜ法により小型ベントスを抽出した．ま
た調査期間中には適宜釣りによって魚類を採
集・解剖し，寄生生物を確認した．夜間はプラ
ンクトンネットやタモ網による動物プランクト
ンの採集も行った．

結果および考察

　本航海のビームトロールとドレッジ調査を通
じて， 14動物門が確認された（表２）．このう
ち，節足動物，棘皮動物，環形動物，軟体動物
のマクロベントスはすべての調査地点から採集
された．各地点の動物門数は４から11動物門の
範囲だった．最も多くの動物門数が確認された
調査地点は，2009年にセイスイガイが採集され
た志摩海脚の水深768 mから800 mの巨礫底の
St．10Dだった．また現時点で最も多くの種類
数が確認されたのは水深186 mから212 mの砂

泥底のSt．5Bであり，100種を超える種が確認さ
れた．メイオベントスでは，節足動物のタナイ
ス類，カイアシ類，クーマ類や動吻動物，線形
動物，緩歩動物，胴甲動物が確認された．また
自由生活性の生物の他に，甲殻類や多毛類，魚
類に寄生する節足動物のカイアシ類，扁形動物，
鉤頭動物，線形動物が認められた．各地点の各
動物群について現時点での同定結果を表に示し
た（表３－表25）．また代表的な動物群の種の
画像を示した（図２－図11）．
　下記に詳述されるように，本研究では多毛類
の未記載種やカニ類やナマコ類の三重県熊野灘
海域での初記録種が確認され，そのうち多毛類
の１種は別誌に新種として記載された．今後，
試料を検討，種同定することにより，さらに確
認種数は増加し，生物相が明らかにされるだろ
う．
　以下に節足動物門タナイス目，端脚目，寄生
性カイアシ亜綱，棘皮動物門ナマコ綱，環形動
物門多毛類，ホシムシ類，ユムシ類，軟体動物
門，扁形動物門多岐腸目，紐形動物門，被嚢動
物門ホヤ綱，タリア綱に関する概要および注目
すべき点を列記した．

節足動物門

タナイス目（Tanaidacea）

角井　敬知・田邊　優航

　本航海で得られたサンプルには，少なくと
も13科22種が確認できた（表３）．St．8D（水
深113－114 m）からはニッポンアプセウデス
Apseudes nipponicus Shiino，1937と外形が非常に
よく似た個体が得られた（図２－１）．ニッポン
アプセウデスの報告はこれまで水深２－13 m
に限られているため14），今回の標本が同種であ
るかどうかは慎重に検討する必要がある．St．
1D（水深327－340 m）からはParapseudidae
科のPakistanapseudinae亜科に属するタナイ
スが得られた（図２－２）．同亜科は現在まで
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に日本近海から正式な報告はない15）．St．1D，
4B，6-1D，6B（水深294－1059 m）からはクビ
レタナイス科AgathotanaidaeのParagathotanais

属に属する個体が採集された（図２－３）．日
本近海から同属は日本海溝の水深5733－5762 
mからP. abyssorum Larsen, 2007が報告される
のみであり，今回得られた標本は別種である可
能性が高い．St．10D（水深768－800 m）から
はParatanaidae科に属する個体が得られた（図
２－４）．本科は日本近海からツツタナイス
Metatanais cylindricus Shiino，1952とParatanais 

impressus Kussakin & Tzareva，1972の２種が
知られるが，どちらも浅海性種であり，今回得
られた標本は別種である可能性が高い．

端脚目（Amphipoda）　松本　裕

　今回の調査航海では，St．1D, 5D, 10Dの３地
点からドロノミ科に属する個体が得られた（表
４）．ドロノミ科には現在８属が知られているが，
St．10Dから得られた個体の形態はいずれの属
の定義にも合致しなかったため，本種に対して
新属を設立する必要があると考えられる．

カイアシ亜綱（Copepoda；寄生性種のみ）

角井　敬知・本間　理子

　St．5B，6-1D，6B，7Dからはニコテ科
Nicothoidaeの寄生性カイアシ類が得られた（表
６）．St．7D（130－133 m）から得られた種は，
2015年の勢水丸航海（No．1423）で採集され
2016年に記載されたRhizorhina ohtsukai Kakui，
2016と判断された９）．本種は水深136－151 m
より採集されたホソツメタナイス科の１種に寄
生していた標本に基づき記載された種であり９），
今回得られた標本も同様の水深から得られた同
種と考えられる宿主に寄生していた．加えて，
St．1B，2B，6Bのビームトロール調査および五ヶ
所湾沖合３浬付近での錨泊中の釣り調査で得ら
れた魚類からは管口目（Siphonostomatoida）

の寄生性カイアシ類が，St．2D，5D，10Dから
は多毛類寄生性種が得られた．

棘皮動物門

ナマコ綱（Holothuroidea）　小川　晟人

　本航海で採集されたナマコ類標本からは，約
31種が確認され， 14種については種が同定さ
れた（表13，図７）．このうち，チビフクロ
ナマコAllothyone multipes（Augstin，1908），オ
キナグミモドキAmycyclus japonicus Bell，1884，
Laetmogone fi mbriata（Sluiter，1901）， ク マ サ
カナマコMesothuria（Mesothuria）parva（Théel，
1886），ジイガセキンコPsolus squamatus（O．
F．Müller，1776），ミツマタナマコSynallactes 

chuni Augstin，1908，サガミミツマタナマコ
Synallactes sagamiensis（Augustin，1908）， イ
ガグリキンコYpsilothuria bitentaculata（Ludwig，
1893）の８種は，熊野灘海域から初の報告となっ
た３）．カンテンナマコ属の仲間は３種が採集さ
れ，イイジマカンテンナマコLaetmogone ijimai

（Mitsukuri，1897）がSt．6Bのビームトロール
調査，L. fi mbriataがSt．5Bのビームトロール調
査，ヒメカンテンナマコLaetmogone maculata

（Théel，1879）（図７－12）がSt．5Bのビーム
トロール調査およびSt．5DおよびSt．6-2Dのド
レッジ調査でそれぞれ採集された．St．5Bの
ビームトロール調査ではL. fi mbriataとヒメカン
テンナマコが同時に多数採集され，２種が同所
的に生息していることが示された．

環形動物門

多毛類（Polychaetes）

自見　直人・田中　正敦・冨岡　森理

　環形動物はすべての地点において採集された
（表２，15，16，17）．特によく見られたのがコガ
ネウロコムシ科とタケフシゴカイ科であり，こ
れらの科は深海の砂泥底に普通である16，17）．
　本航海では未記載種および再記載や再検討
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が必要な，分類学的に重要な種がいくつか採
集された．例えばセイスイミツオネウミケムシ
Benthoscolex seisuiaeはBenthoscolex属既知２
種に該当しなかったためJimi et al.（2018）に
おいて新種として記載された18）．他にもいく
つかの地点において採集されたミナミコガネ
ウロコムシ近似種Laetmonice cf. dolichocerusは
Laetmonice dolichocerus（Haswell，1883）と類似
するが17，19），腹剛毛の二次歯の数が異なること
から再検討が必要と考えられる．
　St．7D（水深130－133 m）からはチロリ科
のフタコブチロリGlycera sp．Aが記録された．
本種は，今島（2007）で報告された分類学的
未確定種である17）．Imajima（2011）は，理
由を説明すること無く本種をGlycera benhami 
Böggemann & Fiege，2001と同種として扱った
20）．しかしながら，今島（2007）が説明してい
るように，本種とG. benhamiは吻の表面の肉質
突起の形態が異なるため，両種を同種とみなす
判断には疑問が残る．したがって本報告では，
今島（2007）に従いフタコブチロリの学名を
Glycera sp．Aとした．
　St．10D（水深768－800 m）からはイソメ科
のEunice profunda Miura，1987が得られた．本
種は，熊野灘大王崎沖の水深900 m以上の海底
から得られた３個体に基づいて記載され21），そ
の後の記録は存在しない．したがって，これは
本種の原記載以来の採集記録となる．

ホシムシ類（Sipuncula）　田中　正敦

　本航海では７地点から２科３属が得られた
（表16）．このうちカスミフクロホシムシ属
Nephasomaは大部分が深海性種で構成され22），
本航海においても水深300 m以上の５地点から
採集された．また，St．3Bのビームトロールに
取り付けた内ネットからは，直径約２ mmのペ
ラゴスフェラ幼生が得られた（図８－１）．

ユムシ類（Echiura）　田中　正敦

　本航海では２地点から２科３種が得られた
（表17）．St．7D（ 水 深130－133 m）では，ミ
ドリユムシ科のサビネミドリユムシ属の１種
Anelassorhynchus sp.が得られた（図８－２）．
日本近海から本属はこれまでに３種が知られる
が，今回得られた標本はそのどれとも一致しな
い．また，日本近海における本属のこれまでの
記録は潮間帯に限定されるため，このような水
深帯から採集されたことは特筆に値する．
　St．10D（水深768－800 m）からは，ボネリ
ムシ科の２種が採集された．両種とも，シルト
岩の巨礫の内部に穿孔していた．標本の状態が
悪く，分類学的精査は不可能であったが，少な
くとも１種は日本近海から知られる本科の既知
種のどれとも一致せず，今後の追加標本の採集
が望まれる．

軟体動物門　木村　昭一・木村　妙子

　採集された試料のうち同定できた軟体動物
（貝殻のある軟体動物：貝類）の中で生きた個
体が採集された種を主にリストアップした（表
18）．一部死殻しか得られなかった種もあったが，
貝殻の状態から判断して採集海域に生息してい
ると考えられ，かつ分布上注目される種につい
てもリストアップした．
　図９に図示した貝類のうち以下の種について
は，分類学的または分布上の知見について簡単
に記述する．
　スハダシタダミの近似種Microgaza aff ．iridescens

（Habe，1961）（図９－２）
　本種はスハダシタダミと近似しているが，殻
質がやや厚く，体層の周辺部が弱く角張る点で
区別できる．殻の真珠光沢が強く，微細な成長
脈しか認められない点は共通している．また本
種の生息水深は100－250 mのトロール漁業で
生貝が採集されるスハダシタダミより遙かに深
く，500 m以深の砂泥底より採集される．
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　ソビエウラウズカニモリOrectospira tectiformis

（Watson，1880）（図９－４）
　ウラウズカニモリOrectospira shikoensis

（Yokoyama，1928）（図９－５a，b）
　両種は近似した２種であるが，ソビエウラウ
ズカニモリの方が遙かに大型になり，臍穴がや
や広く深く開口する点で明瞭に区別される．本
種のタイプ産地は御前崎沖でタイプ標本とも殻
の形態的特徴が良く一致する．ソビエウラウズ
カニモリとして良く図鑑類で図示されることの
多い土佐湾沖産の個体は，体層部分が著しく広
く巻き，臍孔も非常に広く，別種の可能性がある．
なおこのタイプの殻の形態的特徴はOrectospira 

babelica（Dall，1907）のタイプ標本23）と良く一
致する．
　ウラウズカニモリは前述の通り明らかにソビ
エウラウズカニモリと区別されるが，殻が薄質
で彫刻の弱いタイプ（図９－５a）とやや浅い
水深に生息する殻が細く殻質が厚く，殻周辺の
こぶ状突起の強いタイプ（図９－５b）がある．
この２タイプについても分類学的な再検討が必
要である．
　コヤマイトカケEpitonium angulicinctum（de 
Boury，1913）（図９－８）
　今回の調査で生貝は採集されなかったが，破
片が数個体，死後間もない殻が１個体採集され
た（図９－８）．殻は純白で非常に高く細長く
巻き，殻質はやや厚い．各螺層の肩部が角張
り，その上の成長肋も肩部の角が顕著で特徴的
な殻形態の種である．コヤマイトカケの学名と
して日本の文献では，Epitonium（Mazescala）
koyamai（Nakayama，1995）が使われている
が24），異タイプ異名である．中山（1995）では，
和歌山県田辺湾沖（前述の学名のタイプ産地）
しか分布が示されなかったが25），九州西岸，台
湾，フィリピン（アリグアイ島水揚げトロール
漁）に広く分布する（未発表資料）．今回報告
海域は本種の分布の北東限であると考えられる．

　コシキバイBuccinum koshikinum Okutani in 
Okutani, Tagawa & Horikawa，1988（図９－９）
　今回の調査では１個体やや若い生貝が採集さ
れたに過ぎないが，熊野灘の500 mより深い砂
泥底からは多くの個体が採集されている（未発
表資料）．本種のタイプ産地は鹿児島県甑島沖
で，殻の形態も若干の相違が認められる．い
ずれにしても今回採集された個体は暖流域の
漸深海帯の冷水域に生息する，ドングリバイB. 
bombycinum Dall，1907，ノグチバイB. noguchii 
Habe & Ito，1965，コシキバイと呼ばれる，殻
口に比べて蓋の小さなBuccinum属種群の一員で
あることは間違いなく，これらの種の分類学的
な有効性を含めた再検討と共に正式に種名を決
定する必要がある．今回の同定は暫定的な措置
である．
　ノグチヒタチオビMusashia（Musashia）
noguchii（Hayashi，1960）（図９－13）
　本航海ではビームトロールを初めて調査道具
として使用した影響か，商業トロール漁では普
通に入網するヒタチオビ類が4種も採集された．
これらは水深200－400 mの砂泥底の表層に生
息しているが，大型貝類で比較的生息密度が低
いため，今までのドレッジ調査ではほとんど（特
に生きた個体）が採集されることがなかった種
群である．
　今回遠州灘をタイプ産地とする本種も２個体
がビームトロールで採集された．前述したよう
に熊野灘海域では商業トロール漁で普通に採取
される本種であるが，詳細な生息海域のデータ
と共に示された例は少ないので図示する．奥谷
（2017）では本種の分布に熊野灘は示されてお
らず26），かつ生息水深も100－150 mとしてい
るが，前述のように熊野灘に生息しており，生
息水深も250－350 mである．
　ショウジョウヒバリガイModiolus sp．（図９－
15）
　本種は古くから相模湾から熊野灘の水深100 
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m前後の砂礫底に生息することが知られている
種であるが２，27），コケガラスModiolus metcalfei

（Hanley，1843）と混同されたりしている27）．
近似種としてリュウキュウヒバリModiolus 

auriculatus（Kraus，1848）やコケガラスなどが
あげられるが，殻の外部形態で明確に区別され
ると共に生息環境が大きく異なり，日本以外で
の採集記録もなく，おそらく未記載種であると
思われる．標本の図示と共に和名が記された
のは松本（1979）が初めてと思われる２）．芳賀
（2008）は千葉県館山湾の水深35－100 mから
の本種の採集を報告している28）．芳賀（2008）
の報告28），本報告とも，本種は殻皮に砂粒を絡
ませているが，本種の生態的な特徴であるのか
も知れない．

紐形動物門　波々伯部　夏美

　今回の熊野灘沖での勢水丸航海では13種の紐
形動物を採集できた（表19）．その中には深海
性のオヨギヒモムシ類（図10－３）や1957年以
降報告がなかった種に類似した形態をもつもの
が含まれていた．St．10Dでは引き上げられた
岩石の割れ目に複数種の紐形動物を確認できた．
これらの種は深海底に沈んだ岩石を住処として
いると考えられる．

扁形動物門

多岐腸目（Polycladida）　大矢　佑基

　多岐腸目（ヒラムシ）は主に海洋環境に生息
する自由生活性扁形動物の一群である．生息す
る水深は潮間帯から最も深い場所では3232 m
の深海に達するが29），ほとんどの種は浅海域か
ら報告されている30）．
　今回の調査航海ではSt．1DとSt．6-1Dの２地
点において，それぞれ１個体ずつ無吸盤亜目に
属するヒラムシが採集された（表20）．St．1D
で採集された個体は未成熟であり種同定はでき
なかったが，St．6-1Dで得られた個体は成熟し

ておりPlehnia sp.（Stylochoidea：Plehniidae）
に同定された．ここではPlehnia sp.について述
べる．
　Plehnia sp.が属するPlehniidaeには４属８種
が含まれ31），日本からは３種が記載されてい
る32－34）．本科を構成する種は潮下帯に生息する
ものが多い．水深200 m以深からも報告されて
いる種も含まれており，例えばP. arctica（Plehn，
1896）は水深1275 mからの記録もある35）．ま
た一般的にヒラムシは少なくとも２個の眼点を
持つが36），本科は眼点を完全に欠く種も含む．
　Plehnia sp．は体長が約25 mm，体幅が約
11 mmの楕円形をしており，体の前端と後端が
わずかにとがった形状をしている．外見からは
眼点を欠くように見えるが，頭部の組織切片標
本を観察したところ，非常に小さいながらも色
素細胞を伴う眼点が見られた．また生殖器官の
構造を観察すると，摂護腺嚢後端の筋肉壁が非
常に発達している点から，日本の浅海域から記
載されているP. japonica Bock，1923とDiplehnia 

pacifi ca（Kato，1939）によく似ている．しかし
ながら，本種は①膣球を欠く，②非常に長いラ
ング氏管を持つ，および③“genital pit”と呼
ばれる構造をもつことからこれら２種と区別さ
れる．

被嚢動物門　長谷川　尚弘

ホヤ綱（Ascidiacea）

　今回の調査航海において，少なくとも３科８
種が確認できた（表21）．
　St．5D，5Bから得られたサンプルはMicrocosmus

属の１種であった．本属は日本国内では５種
報告されており37－40），Microcosmus hartmeyeri 
Oka，1906が紀伊半島周辺海域から採集された
記録がある．しかし，このサンプルと本種の内
部形態に差異があるため，別種であると考えら
れる．また，本属は砂泥の底質からしばしば採
集される38，41）．
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　St．10Dから得られたサンプルはStyela属の１
種であった．本属は日本国内では22種報告され
ており37－40），それぞれが特徴的な外見を持つ．
このサンプルは体が扁平な形をしていた．日本
国内でも扁平な体を持つ種が複数報告されてい
るが，水深数十mから採集されており，このサ
ンプルがSt．10D（水深768－800 m）から採集
されたことから，それらとは別種である可能性
がある．

タリア綱（Thaliacea）

　今回の調査航海において，少なくとも２目２
種が確認できた．これらのサンプルは夜間に海
面を漂うものを網ですくって採取された．

火体目（Pyrosomatida）

　本目に属する種は世界中の外洋で採集さ
れる42）．今回採集されたサンプルはPyrosoma 

atlanticum Péron，1804と同定された．

断筋目（Salpida）

　本目に属する種はすべて単独個虫と連鎖個虫
の２世代交代を行う．今回得られたサンプルは 
Ritteriella属の１種の連鎖個虫であった．本属
は連鎖個虫の形態から種を判別することは不可
能である．
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図１．No.1722航海における調査地点．D：ドレッジ，B：ビームトロール，等深線は水深（m）．

表１．調査地点情報
緯度 経度

調査地点 調査年月日 網入れ開始 セット 巻き上げ開始 網上がり 網入れ開始 セット 巻き上げ開始 網上がり
St．1D 2017年11月７日 34. -゚07.0'N 34. -゚06.9'N 34. -゚07.0'N 34. -゚07.1'N 136. -゚43.3'E 136. -゚42.7'E 136. -゚42.5'E 136. -゚41.8'E
St．1B 2017年11月７日 34. -゚07.4'N 34. -゚07.6'N 34. -゚07.9'N 34. -゚08.3'N 136. -゚41.1'E 136. -゚40.5'E 136. -゚39.4'E 136. -゚38.2'E
St．2D 2017年11月８日 34. -゚00.4'N 34. -゚00.6'N 34. -゚00.7'N 34. -゚00.8'N 136. -゚27.5'E 136. -゚27.7'E 136. -゚27.7'E 136. -゚27.9'E
St．2B 2017年11月８日 34. -゚01.0'N 34. -゚00.3'N 33. -゚59.9'N 33. -゚59.3'N 136. -゚27.7'E 136. -゚27.3'E 136. -゚27.0'E 136. -゚26.7'E
St．3D 2017年11月８日 33. -゚57.8'N 33. -゚57.2'N 33. -゚57.0'N 33. -゚56.3'N 136. -゚26.7'E 136. -゚26.4'E 136. -゚26.3'E 136. -゚25.9'E
St．3B 2017年11月８日 33. -゚56.4'N 33. -゚56.5'N 33. -゚56.9'N 33. -゚57.9'N 136. -゚25.9'E 136. -゚25.9'E 136. -゚26.1'E 136. -゚26.5'E
St．4B 2017年11月８日 33. -゚55.6'N 33. -゚55.5'N 33. -゚55.4'N 33. -゚55.5'N 136. -゚26.2'E 136. -゚26.4'E 136. -゚26.5'E 136. -゚26.7'E
St．5D 2017年11月９日 34. -゚09.7'N 34. -゚09.8'N 34. -゚09.9'N 34. -゚10.1'N 136. -゚38.2'E 136. -゚38.2'E 136. -゚38.2'E 136. -゚38.2'E
St．5B 2017年11月９日 34. -゚09.5'N 34. -゚09.7'N 34. -゚09.9'N 34. -゚10.0'N 136. -゚38.3'E 136. -゚38.3'E 136. -゚38.1'E 136. -゚38.1'E
St．6-1D 2017年11月９日 34. -゚07.7'N 34. -゚07.8'N 34. -゚08.0'N 34. -゚08.1'N 136. -゚38.0'E 136. -゚37.9'E 136. -゚37.8'E 136. -゚37.8'E
St．6-2D 2017年11月９日 34. -゚08.0'N 34. -゚07.5'N 34. -゚07.2'N 34. -゚06.6'N 136. -゚37.8'E 136. -゚37.8'E 136. -゚37.8'E 136. -゚37.8'E
St．6B 2017年11月９日 34. -゚06.5'N 34. -゚06.7'N 34. -゚07.0'N 34. -゚07.2'N 136. -゚37.8'E 136. -゚37.8'E 136. -゚37.6'E 136. -゚37.4'E
St．7D 2017年11月９日 34. -゚10.1'N 34. -゚10.1'N 34. -゚10.2'N 34. -゚10.1'N 136. -゚44.6'E 136. -゚44.6'E 136. -゚44.6'E 136. -゚44.7'E
St．8D 2017年11月９日 34. -゚11.2'N 34. -゚11.2'N 34. -゚11.3'N 34. -゚11.3'N 136. -゚43.2'E 136. -゚43.1'E 136. -゚43.1'E 136. -゚43.1'E
St．9D 2017年11月９日 34. -゚08.5'N 34. -゚08.6'N 34. -゚08.6'N 34. -゚08.9'N 136. -゚44.8'E 136. -゚44.6'E 136. -゚44.5'E 136. -゚44.1'E
St．10D 2017年11月10日 33. -゚59.1'N 33. -゚59.5'N 33. -゚59.7'N 34. -゚00.3'N 136. -゚56.5'E 136. -゚56.7'E 136. -゚56.7'E 136. -゚56.1'E

曳網距離はセットから巻き上げ開始までの距離を測定した．
水深（m）

調査地点 網入れ開始 セット 巻き上げ開始 網上がり 曳網距離(m) 使用漁具 底質
St．1D 327 340 339 335 370 ドレッジ（幅1.4 m） 泥
St．1B 315 306 294 284 1852 ビームトロール
St．2D 532 521 518 509 185 ドレッジ（幅1.4 m） 泥
St．2B 487 524 548 585 926 ビームトロール
St．3D 729 749 750 793 370 ドレッジ（幅1.4 m） 泥
St．3B 789 777 755 698 741 ビームトロール
St．4B 871 910 1059 981 185 ビームトロール
St．5D 202 196 189 183 185 ドレッジ（幅1.4 m） 砂泥
St．5B 212 204 192 186 556 ビームトロール
St．6-1D 314 308 301 294 370 ドレッジ（幅1.4 m） 砂泥
St．6-2D 296 321 338 380 556 ドレッジ（幅1.4 m） 砂泥
St．6B 388 373 355 339 556 ビームトロール
St．7D 133 132 130 131 185 ドレッジ（幅1.4 m） 砂泥
St．8D 114 113 113 113 185 ドレッジ（幅1.0 m） 礫砂泥
St．9D 206 204 202 191 185 ドレッジ（幅1.0 m） 礫泥
St．10D 800 796 768 793 370 ドレッジ（幅1.4 m） 巨礫泥

34-20N 

34-lON 

34-00N 

三重県
／ 

／
 ／
 

，
 

/~ 

33-SON 

136-lOE 136-20E 136-30E 136-40E 136-SOE 137-00E 
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図２．No.1722航海で採集されたタナイス類の一部（全て固定前の背面写真）．
［1］Apseudes  cf．nipponicus，［2］Pakistanapseudinae亜科の１種，［3］Paragathotanais属の１種，［4］Paratanaidae科の１種．
スケール１mm．

表２．各調査地点の動物門別の出現種類数

St．1D St．1B St．2D St．2B St．3D St．3B St．4B St．5D St．5B St．6-1D St．6-2D St．6B St．7D St．8D St．9D St．10D
節足動物 18 5 8 23 12 21 12 20 23 10 12 23 21 7 3 24
棘皮動物 4 15 2 25 4 12 19 6 41 9 14 22 10 1 4 35
環形動物 28 8 5 10 17 2 4 16 16 10 10 15 21 4 7 8
軟体動物 13 12 11 11 4 8 2 8 7 2 8 8 19 7 8 2
脊椎動物 0 9 0 1 0 1 3 1 2 0 0 3 1 0 0 0
紐形動物 4 0 1 0 2 0 0 2 2 0 4 0 0 0 0 2
線虫動物 1 0 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 1 0 1
刺胞動物 0 1 0 0 0 1 0 1 5 0 0 1 0 2 0 1
扁形動物 1 1 0 1 0 2 2 0 1 1 0 2 0 0 0 0
被嚢動物 1 0 0 1 0 0 0 1 3 0 0 1 1 1 0 1
緩歩動物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
鉤頭動物 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
動吻動物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
胴甲動物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
総種類数 70 52 28 73 40 48 44 57 101 33 51 77 74 23 22 79
動物門数 8 8 6 8 6 8 7 9 10 6 8 10 7 7 4 11

亀｝1 

,＇ ＇｀・鴫量•

. I 

｀ ｀ ヽ...' 
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図３．No.1722航海で採集されたヤドカリ類の一部．
［1］イイジマオキヤドカリ，［2］イイジマオキヤドカリ，［3］Paguristes属の１種，［4］テナガワラエビ，［5］Paguristes属の
１種，［6a］Paguristes属の１種，［6b］Bopyridae科の１種（寄生性等脚目），［7］アカツノチュウコシオリエビ，［8］アカモン
オキヤドカリ，［9］イマフクツノガイホンヤドカリ，［10］Munididae科の１種，［11］Catapagurus属の１種．スケール５mm．
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図４．No.1722航海で採集されたヤドカリ類の一部（続き）．
［1］ジンゴロウヤドカリ，［2］ジンゴロウヤドカリ，［3］アカモンオキヤドカリ，［4］ヨコヤホンヤドカリ，［5］Munididae科
の１種，［6］Munididae科の1種，［7］Munididae科の１種，［8］Munididae科の１種．スケール５mm．
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図５．No.1722航海で採集されたカニ類の一部．
［1］マメヘイケガニ，［2］アシナガマメヘイケ，［3］ビワガニ，［4］インドヘイケガニ，［5］テナガエバリア，［6］ツバサコ
ブシ，［7］マルコンペイトウガニ，［8］コツノキンセンモドキ.
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図６．No.1722航海で採集されたカニ類の一部（続き）．
［1a，b］ヒメハリセンボン，［2a，b］ハリセンボン，［3］ニッポンモガニ，［4，5］トゲヒゲガニ.
一
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図７．No.1722航海で採集された棘皮動物の一部．
［1］ヒメヒトデ属の１種，［2］ヒメヒトデ属の１種，［3］ヒメヒトデ属の１種，［4］ハナクシノハクモヒトデ，［5］ハコクモ
ヒトデ，［6］ウデボソスナクモヒトデ，［7］ワダツミヒラタブンブク，［8］ナマハゲフクロウニ，［9］アカフクロウニ，［10］ハ
ダカナマコ属の１種，［11］モモイロソコナマコ，［12］ヒメカンテンナマコ．

謳

畠
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図９．No.1722航海で採集された軟体動物の一部．
［1］アラレコシダカシタダミ，［2］スハダシタダミ近似種，［3］クサイロギンエビス，［4］ソビエウラウズカニモリ，［5a］ウ
ラウズカニモリ，［5b］ウラウズカニモリ，［6］トゲクモヒトデツマミガイ，［7］オオナミカザリダマ，［8］コヤマイトカケ，
［9］コシキバイ，［10］シキシマヨウラク，［11］パイプヨウラク，［12］クマノツノオリイレ，［13］ノグチヒタチオビ，［14］カ
ゲロウソデガイ，［15］ショウジョウヒバリガイ，［16］ユキゾラホトトギスガイ, [17]レンゲシャクシガイ.
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図10．No.1722航海で採集された紐形動物の一部．
［1］リネウス科の１種，［2］リネウス科の１種，［3］オヨギヒモムシ類の１種.

図11．No.1722航海で採集された刺胞動物の一部．
［1］コンボウウミサボテン属の１種，［2］トゲウミサボテン，［3］フトウミエラの近似種，［4］ウミトサカ目の１種，［5］ウ
ミトサカ目の１種，［6］ウミトサカ目の１種，［7］ウミトサカ目の１種.

図８．No.1722航海で採集された環形動物の一部．
［1］ホシムシ類のペラゴスフェラ幼生，［2］サビネミドリユムシ属の１種．

［
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表３．No.1722航海で確認された節足動物門甲殻亜門タナイス目リスト（同定者　角井　敬知・田邊　優航）

Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 
Apseudomorpha 
Apseudomorpha 
Apseudomorpha 
Apseudomorpha 
Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 
Tanaidomorpha 

Paratanaoidea Typhlotanaidae 
Paratanaoidea Pseudotanaidae 
Paratanaoidea 
Paratanaoidea Leptocheliidae 
Paratanaoidea Tanaellidae 
Paratanaoidea Pseudotanaidae 
Paratanaoidea Akanthophoreidae -
Paratanaoidea Tanaopsidae Tanaopsis sp. 
Paratanaoidea -
Apseudoidea Parapseudidae 
Apseudoidea Apseudidae Apseudes cf. nipponicus 
Apseudoidea Apseudidae 
Apseudoidea Sphyrapodidae Pseudosphyrapus cf. quintolongus 
Paratanaoidea Leptocheliidae 
Paratanaoidea Akanthophoreidae Chauliopleona sp. 
Paratanaoidea Paratanaidae 
Paratanaoidea -

Typhlotanaidaeの1種 St.6B 
Pseudotanaidaeの1種 St.6B 
Paratanaoideaの複数種 St. 6B 
ホソツメタナイス科の1種 St. 7D 
Tanaellidaeの1種 St.7D 
Pseudotanaidaeの1種 St.7D 
Akanthophoreidaeの1種 St.7D 
Tanaopsisの1種 St.7D 
Paratanaoideaの複数種 St. 7D 
Parapseudidaeの複数種 St. 7D 
Apseudes cf. nipponicus St. SD 
Apseudidaeの1種 St.SD 
Pseudsphyrapus cf. quintolongus St. SD 
ホソツメタナイス科の1種 St. SD 
Chauliopleonaの1種 St.lOD 
Paratanaidaeの1種 St.lOD 
Paratanaoideaの複数種 St. lOD 

図2-1

閻2-4
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表４．No.1722航海で確認された節足動物門甲殻亜門端脚目リスト（同定者　松本　裕）

Senticaudata Photoidea Ischyroceridae Ericthonius sp. ッツムシの仲間の1種 St. 6-2D 
Amphilochidea Synopioidea Ampeliscidae スガメヨコエビ科の1種 St. 6-2D 
Amphilochidea Eusiroidea Eusiridae テンロウヨコエビ科の1種 St. 6-2D 
Senticaudata Caprelloidea Podoceridae ドロノミ科の複数種 St. 6B 
Amphilochidea チビヨコエビ亜目の1種 St. 6B 
Amphilochidea Eusiroidea Eusiridae テンロウヨコエビ科の複数種 St. 6B 
Senticaudata Caprelloidea Caprellidae ワレカラ科の1種 St. 6B 
Senticaudata Senticaudata亜日の複数種 St. 6B 
Hyperiidea クラゲノミ亜目の1種 St. 6B 
Senticaudata Aoroidea ユンボソコエビ上科の1種 St. 7D 
Amphilochidea Synopioidea Ampeliscidae スガメヨコエビ科の1種 St. 7D 
Amphilochidea Eusiroidea Eusiridae テンロウヨコエビ科の複数種 St. 7D 
Colomastigidea ッツヨコエビ亜日の 1種 St. 7D 

端脚目の複数種 St. 7D 
Amphilochidea Haustorioidea Phoxocephalidae - ヒサシソコエビ科の1種 St. 7D 
Am蝕ilochidea Syno庄oidea Am12eliscidae スガメヨコエビ科の1種 St. 9D 
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表４（続き）．No.1722航海で確認された節足動物門甲殻亜門端脚目リスト（同定者　松本　裕）

表５．No.1722航海で確認された節足動物門甲殻亜門クーマ目及び等脚目リスト（同定者　角井　敬知）

表６．No.1722航海で確認された節足動物門甲殻亜門カイアシ亜綱リスト（同定者　角井　敬知・本間　理子）

表７．No.1722航海で確認された節足動物門鋏脚亜門ウミグモ綱リスト（同定者　細田　悠史）

氾`n1 i,,,, 

日
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Pantopoda 
Panto且oda

； 忍笠》戸 笠...L. が` 恣又芯笠笠舟 r

上杵 科 腐
Ascorhynchoidea Ascorhynchidae Ascorhynchus sp. 
Ascorhynchoidea Ammotheidae Hemichela sp. 
Ascorhynchoidea Ascorhynchidae Ascorhynchus sp. 
Nymphonoidea Pallenopsidae Bathypallenopsis sp. 
Nymphonoidea Nymphonidae Nymphon sp. 
Pycnogonoidea Pycnogonidae Pycnogonum sp. 
Ascorhynchoidea Ammotheidae Paranymphon sp. 
Ascorhynchoidea Ascorhynchidae Ascorhynchus sp. 
Nymphonoidea Nymphonidae Nymphon sp. 
Ascorhynchoidea Ascorhynchidae Ascorhynchus sp. 
Colossendeidoidea Colossendeidae Colossendeis sp. 
Colossendeidoidea Colossendeidae Hedgpethia sp. 
Ascorhynchoidea Ascorhynchidae Ascorhynchus sp. 
Nymphonoidea Nymphonidae Nymphon sp. 
Ascorhynchoidea incertae sedis Chonothea sp. 
Phoxichilidoidea Phoxichilidiidae -
Ascorhynchoidea Ammotheidae Cilunculus sp. 

相名 珠采地熙、
トックリウミグモ属の1種 St.2B 
Hemichela属の一種 St. 3B 
トックリウミグモ属の1種 St.3B 
Bathypallenopsis属の一種 St.3D 
ュメムシ属の1種 St. 4B 
ョロイウミグモ属の1種 St. SB 
Paranymphon属の1種 St. SB 
トックリウミグモ属の1種 St.SB 
ュメムシ属の1種 St. 6B 
トックリウミグモ属の1種 St.6B 
オオウミグモ属の1種 St. lOD 
Hedgpehia属の1種 St. lOD 
トックリウミグモ属の1種 St.lOD 
ュメムシ属の複数種 St. lOD 
Chonothea属の1種 St. lOD 
ホソウミグモ科の1種 St. lOD 
Cilunculus属の1種 St. lOD 

伽考
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表８．No.1722航海で確認された節足動物門甲殻亜門ヤドカリ下目，等脚目及び刺胞動物門イソギンチャク
目リスト（同定者　吉川　晟弘）

表９．No.1722航海で確認された節足動物門甲殻亜門カニ下目リスト（同定者　締次　美穂）

表10．No.1722航海で確認された棘皮動物門ヒトデ綱リスト（同定者　小林　格）

.. :〗二 hり気］げこ三；111/.1;7が唸笠1l唸~三戸心呪 f心凸

〗ビ凡苫戸真い ；こうtぶj言こ Fd: 笠，'舟汀？笠八'

N otomyotida 
P axillosida 
Valvatida 
F orcif ulatida 
Paxil osida 
Valvatida 
Valvatida 
F orcipulatida 
F orcif ulatida 
Paxil osida 
P axillosida 
P axillosida 
Spinulosida 
Spinulosida 
F orcif ulatida 
Paxil osida 
P axillosida 
P axillosida 

Benthopectinidae -
Astropectinidae Persephonaster euryactis 
Goniasteridae Mariaster giganteus 
Zoroastendae Zoroaster sp. 
Porcellanasteridae -
Solasteridae Solaster paxillatus 
Goniasteridae Stellaster septemtrionalis 
Asteriidae Calastenas toyamens1s 
Asteriidae Sclerasterias sp. 
Astropectinidae Astropecten sp. 
Astropectinidae Astropecten sp. 
Astropectinidae Astropecten kagoshimensis 
Echinasteridae Henr~c~a sp._ 
Echinasteridae Henncia ex1gua 

Astropectinidae Astropel:ten sp. 
Asteriidae C I a astenas toyamens1s 
Pseudarchasteridae Pseudarchaster sp. 

ヒトデ科の
ミジモドキ
オウゴカクヒトデ

Zoroa~ter. 属の1種
マンフクヒトプ科の1種
ニチリンヒトデ
キタノホシヒトデ
トヤマヤツデヒトデ
サツマヒトデ属の1種
モミジガイ属の1種
モミジガイ属の1種
クロスジモミジガイ
ヒメヒトデ属の1種
ヒメヒトデ属の1種
キヒトデ目の1種
モミジガイ属の1種
トヤマヤツデヒトデ
モミジヒトデ属の1種

B
B
B
B
E
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
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図7-1
図7-3
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表10（続き）．No.1722航海で確認された棘皮動物門ヒトデ綱リスト（同定者　小林　格）

表11．No.1722航海で確認された棘皮動物門クモヒトデ綱リスト（同定者　石田　吉明）
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一唸.................. 
......  唸名 ....  .. .............. ・・・・・・・・・・・・・.... 
Ophiolepididae 
Ophiuridae 
Amphiuridae 
Amphiuridae 
Amphiuridae 
Ophiacanthidae 
Ophiacanthidae 
Ophiacanthidae 
Ophiacanthidae 
Ophiactidae 
Ophiotrithidae 
Ophiuridae 
Ophiuridae 
Ophiuridae 
Ophiuridae 
Ophiuridae 
AmEhiuridae 
0.12 iuridae 

Amphiura sp. 
Amphiura eunhla 
Amphiura trac ydisca 
Ophiacantha pentagona 
Ophiomitrella stellifera 
Ophiophthalmus normani 

ライマンクモヒトデ
クモヒトデ科の1種
Am ,hiura属の~l種
ャ孔7モヒトプ
イボスナクモヒトデ
カバイロトゲナガクモヒトデ
Ophiomitrella属の1種
ノルマンクモヒトア
トゲナガクモヒトデ科の1種
ジュズクモヒトデ
トゲクモヒトデ

As idoJ?hiura属の 1種—'，
キgクヽ／ノハクモヒトプ
Ophiura属の1菰
，，ヽ コクモヒトア
コモチクモヒトデ
ヤブクモヒトデ
，，ヽ コクモヒトデ

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
D
D
 

4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
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幼形
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表11（続き）．No.1722航海で確認された棘皮動物門クモヒトデ綱リスト（同定者　石田　吉明）

表12．No.1722航海で確認された棘皮動物門ウニ綱リスト（同定者　田中　颯・小川　晟人）

三炒`＂；苔国戸 ,z戸
Spatangoida 
Spatangoida 
Spatangoida 
Spatangoida 
Spatangoida 
Spatangoida 
Spatangoida 
Echinothurioida 
Spatangoida 
Spatangoida 
Spatangoida 
Spatangoida 
Camarodonta 
Aspidodiadematoida 
Clypeasteroida 
Camarodonta 
Diadematoida 
Clypeasteroida 

Brissidae Brissopsis luzomca 
Schizasteridae Brisaster lat1frons 
Schizasteridae Schizaster sp. 
Brissidae Br~s sops~s sp. 
Brissidae Bnssops1s luzomca 
Schizasteridae Brisaster owstom 
Eurypatagidae_ Linopneustes murrayi 
Phormosomatidae Phormosoma bursarium 
Eurypatag~dae L・ mopneustes murrayi 
Schizastendae Brisaster owstoni 
Palaeotropidae 
Hemiasteridae Holanthus expergitus 
Echinidae Gracilechinus lucidus 
Aspidodiadematidae Aspidodiadema tonsum 
Laganidae Laganum fuds1yama 
Temnopleuridae Temnopleurus reevesii 
Diadematidae Centrostephanus sp. 
Lap;anidae Laianum fudsiyama 

タヌキブンブク
キツネブンブク
ブンブクチャガマ属の1種
タヌキブンブク属の1種
タヌキブンブク
キツネブンブク属の1種
ウルトラブンブク
ナマハゲフクロウニ
ウルトラブンブク
キツネブンブク属の1種
Palaeotropidae科の1種
コダヌキブンフク
シロウニ
クモガゼ
フジヤマカシパン
ハリサンショウウニ
オトメガゼ属の1種
フジヤマカシパン

B
B
B
B
E
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
 

2
2
2
2
2
3
3
3
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
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図7-8

幼形
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表13．No.1722航海で確認された棘皮動物門ナマコ綱リスト（同定者　小川　晟人）

表12（続き）．No.1722航海で確認された棘皮動物門ウニ綱リスト（同定者　田中　颯・小川　晟人）

Elasipodida 
Dendrochirotidae 
Dendrochirotidae 
Dendrochirotidae 
Dendrochirotidae 
Aspidochirotida 
Dendrochirotidae 
Dendrochirotidae 
Molpadida 
Dendrochirotidae 
Dendrochirotidae 
Dendrochirotidae 

f~,ncycll,G泣克'-

.. 
ヽ"唸唸.....ぶぶ”唸 ：バ..ぶ“
ヽ心沿..ぶ...ぶ芯' ...... ぶ、

Laetm~ 屈゚nidae
Thyoni ae 
Sclerodactylidae 
Ypsilothuriidae 
Cucumariidae 
Synallactidae 
Ypsilothuriidae 
Cucumariidae 
Caudinidae 
Cucumariidae 
Psolidae 
Psolidae 

言土

Laetmogone 
Thyone sp. 
Eup~ntacuta chronjhelmi 
Yps1lothuria bitentaculata 
Abyssocucumis sp. 
Bathyplotes sp. 

Cucumaria sp. 
Hedingia sp. 
Pseudocnus sp. 
Psolidium sp. 
Psolus squamatus 

ヒメカンテンナマコ

Thyone属の1種
インコ
イガグリキンコ
Abyssocucumis属の1種
ソコナマコ属の1種
イガグリキンコ科の1種
キンコ属の1種
ヘディングイモナマコ属の1種
グミ属の1種
Psolidium属の1種
ジイガセキンコ

~~ ロぷ ニ

St. 6-2D 
St. 7D 
St. 7D 
St. 9D 
St. lOD 
St. lOD 
St. lOD 
St. lOD 
St. lOD 
St. lOD 
St. lOD 
St. lOD 
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表14．No.1722航海で確認された棘皮動物門ウミユリ綱リスト（同定者　小川　晟人）

表15．No.1722航海で確認された環形動物門多毛類リスト（同定者　自見　直人・田中　正敦・冨岡　森理）

Cい旦ふ三旦,foし ： ロロ

£,llrダ旦戸岱℃ダ舟文も戸 ロ戸烹図炉忍nhこ 旦忍笠§及万；ぶふデ「；ぷ，

ふnp血叫JUae
Amphinomidae 
Onuphidae 
Cirratulidae 
Flabelligeridae 
Opheliidae 
Capitellidae 
Maldanidae 
Acoetidae 
Polynoidae 
Phyllodocidae 
Goniadidae 
Pilargidae 
Paralacydoniidae 
Nepthyidae 
Euphrosinidae 
Lumbrineridae 

ダ S

DellUWSしUie.i!.SelSUlde 

Hipponoa sp. 
Paradiopatra sp. 
Aphelochaeta sp. 
Diplocirrus seisuiae 
Ophelia sp. 

Acoetes sp. 

Eumida sp. 
Goniada sp. 
Ancistrosyllis sp. 
Paralacydonia sp. 
Aglaophamus sp. 
Euphrosine sp. 
Auf{eneria sp. 

ヒ,r... ぐ......ノ',,.:_ / ;,J /J、ソヽ
Hipponoa属の 1種
Paradiopatra属の 1種
Aphelochaeta属の 1種
セイスイコンボウハボウキ
Ophelia属の 1種
イトゴカイ科の1種
タケフシゴカイ科の1種
Acoetes属の 1種
ウロコムシ科の 1種
Eumida属の 1種
Goniada属の 1種
Ancistrosyllis属の 1種
Paralacydonia属の 1種
Aglaophamus属の 1種
Euphrosine属の 1種
Aul{eneria属の 1種

戸

L
J
B
B
B
B
B
B
B
D
D
D
D
D
D
D
D
D

[＂＂し

2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
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.....、''ぶ ''ぶ,,や、令恥西ジ｛示""''"jし←叫弘 ¥jlilllCl ol, ~UlUj 

数個体については同時に取れた巣の形状，頭部の形態から， P,mdll"~の可能性が麻い

日本産既知種には該当せず



─ 27 ─

表15（続き１）．No.1722航海で確認された環形動物門多毛類リスト（同定者　自見　直人・田中　正敦・冨岡　森理）

~•rd.iC 舟r

叩naerouonuae
Flabelligeridae 
Sternaspidae 
Aphroditidae 
Aphroditidae 
Sigalionidae 
Hesionidae 
Eunicidae 
Trichobranchidae 
Flabelligeridae 
Maldanidae 
Trichobranchidae 
Scalibregmatidae 
Aphroditidae 
Sigalionidae 
Paralacydoniidae 
Glyceridae 

尺ぷ呪“

ぶ＇叩ildei匹 vrvps1ssp. 
Diplocirms seisuiae 
Sternaspis sp. 
Aphrodita goolmarris 
Laetmonice cf. dolichocerus 
Pelogenia sp. 

Terebellides sp. 
Piromis sp. 

Travisia sp. 
Aphrodita goolmarris 
Pelogenia sp. 
Paralacydonia sp. 
G]E_cera nicobarica 

l 1至
セイスイコンボウハボウキ
ウミダルマ属の 1種
クリゲコガネウロコムシ
ミナミコガネウロコムシ近似種
Pelogenia属の 1種
オトヒメゴカイ科の 1種
イソメ科の1種
Terebellides属の 1種
Piromis属の 1種
タケフシゴカイ科の1種
タマグシフサゴカイ科の1種
Travisia属の 1種
クリゲコガネウロコムシ
Pelogenia属の 1種
Paralacydonia属の 1種
チロリ

St. 6ll 
St. 6B 
St. 6B 
St. 6-lD 
St. 6-lD 
St. 6-lD 
St. 6-lD 
St. 6-lD 
St. 6-lD 
St. 6-lD 
St. 6-lD 
St. 6-lD 
St. 6-lD 
St. 6-2D 
St. 6-2D 
St. 6-2D 
St. 6-2D 
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表17．No.1722航海で確認された環形動物門ユムシ類リスト（同定者　田中　正敦）

表15（続き２）．No.1722航海で確認された環形動物門多毛類リスト（同定者　自見　直人・田中　正敦・冨岡　森理）

表16．No.1722航海で確認された環形動物門ホシムシ類リスト（同定者　田中　正敦・冨岡　森理）

科 且 和百 採集地点備考
Glyceridae Glycera sp. Glycera属の1種 St. 6-2D 
Goniadidae Goniada sp. Goniada属の1種 St. 6-2D 
Onuphidae Nothria sp. Nothria属の 1種 St. 6-2D 
Ampharetidae カザリゴカイ科の 1種 St. 6-2D 
Spionidae スピオ科の1種 St. 6-2D 
Scalibregmatidae Travisia sp. Travisia属の 1種 St. 6-2D 
Sigalionidae Psammolyce sp. 

Pフsaタmコmブolyチceロ属リの1種
St. 7D 

Glyceridae Glycera sp. A St. 7D 
Glyceridae Glycera sp. Glycera属の 1種 St. 7D 
Goniadidae ニカイチロリ科の1種 St. 7D 
Nepthyidae Aglaophamus sp. Aglaoアpゲhaムmus属の 1種 St. 7D 
Eunicidae Marphysa bellii モミ シ St. 7D 
Onuphidae Hyalinoecia sp. Hyalinoecia属の 1種 St. 7D 
Lumbrineridae Lumbrineris sp. Lumbrineris属の1種 St. 7D 
Terebellidae フサゴカイ科の 1種 St. 7D 
Cirratulidae Chaetozone sp. Chaetozone属の 1種 St. 7D 
Paraonidae ヒメエラゴカイ科の 1種 St. 7D 
Spionidae スピオ科の1種 St. 7D 
Magelonidae Magelona sp. Magelona属の1種 St. 7D 
Chaetopteridae Chaetopterus sp. ツバサゴカイ属の1種 St. 7D 
Capitellidae Notomastus sp. Notomastus属の1種 St. 7D 
Maldanindae タケフシゴカイ科の1種 St. 7D 
Ampharetidae カザリゴカイ科の1種 St. 7D 
Trichobranchidae タマグシフサゴカイ科の1種 St. 7D 
Sigalionidae ノラリウロコムシ科の 1種 St. SD 
Maldanidae タケフシゴカイ科の 1種 St. SD 
Capitellidae Notomastus sp. Notomastus属の1種 St. SD 
Nepthyidae Aglaophamus sp. ACghllaooepiah属amのus1属種の1種 St. 9D 
Amphinomidae Chloeia sp. St. 9D 
Lumbrineridae Errano sp. Errano属の 1種 St. 9D 
Cirratulidae Fauvelicirratulus sp. Fauvelicirratulus属の 1種 St. 9D 
Sternaspidae Sternaspis sp. ウミダルマ属の 1種 St. 9D 
Maldanidae タケフシゴカイ科の1種 St. 9D 
Sabellidae ヶャリムシ科の1種 St. 9D 
Phyllodocidae サシバゴカイ科の1種 St. lOD 
Glyceridae Glycera tesselata エラナシチロリ St. lOD 
Eunicidae Eunice cf. fauchaldi フォーカルトイソメ？ St. lOD 
Eunicidae Eunice profunda Eunice属の1種 St. lOD 
Eunicidae Eunice sp. Eunice属の1種 St. lOD 
Thelepodidae Thelepus sp. Thelepus属の1種 St. lOD 
Alcio2idae Naiades s2・ Naiades属の 1種 プランクトンネットで採集

科一 種一

Golfingiidae Nephasoma spp. 

Golfingiidae Nephasoma sp. 
Golfingiidae Phascolion sp. 
Phascolosomatidae Apionsoma sp. 
Golfingiidae Nephasoma sp. 
Golfingiidae Nephasoma sp. 
Golfingiidae Phascolion sp. 
Golfin~iidae Nephasoma spp. 

和名
ホシムシ類の1種
カスミフクロホシムシ属の複数種
ホシムシ類のペラゴスフェラ幼生

カスミフクロホシムシ属の1種
マキガイホシムシ属の1種
イトクズホシムシ属の1種
カスミフクロホシムシ属の1種
カスミフクロホシムシ属の1種
マキガイホシムシ属の1種
カスミフクロホシムシ属の複数種

採集地点備考
St. 1D 
St. 3B 
St. 3B 図8-1
St. 4B 
St. 4B 
St. 5B 
St. 6-2D 
St. 6B 
St. 8D 
St. 10D 

科種
Thalassematidae Anelassorhynchus sp. 
Bonelliidae 

和名
サビネミドリユムシ属の1種
ボネリムシ科の複数種

採集地点備考
St. 7D 図8-2
St. lOD 
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表18．No.1722航海で確認された軟体動物門リスト（同定者　木村　昭一・木村　妙子）

ロロ,f究｀合~ 唸忍諮;??旦ご〗笠)!戸戸鍔喜戸戸〗予へ唸｀呪唸心~n苔『＂『 jj胄゚恣flぷ］汀戸戸

...、......................................................
J. OCUUl五こょUtuよ豆iUuC iヽuしよ11uw  1wu  ,u1tcw、Ci巫 J
Voltidae S aotomea delicata 
Neilonellidae Neilonella dubia 
Poromyidae Dermatomya tenmconcha 
Neilonellidae Neilonella dubia 
Poromyidae Dermatomya tenuiconcha 
Solariellidae Minolia gemmulata 
Calliostomatidae Tnst1chotrochus aculeatus 
Xenophoridea Xenophola pallidula 
Cassidae Sem1cassis (Xenogalea) inortata 
Epitoniidae 珈 tomumangulicmctum 
Mytilidae Modiolus margaritaceus 
Mytilidae Amygdalum soyoae 
Cuspidariidae Cuspidaria steindachneri 
Calliostomatidae Tristichotrochus aculeatus 
Xenophoridea Xenophola pallidula 
Cassidae Semicassis (Xenoffalea) inortata 

....、.'. 咄.、，ン'・c.'

サオトメヒタチオビ
ハトムギソデガイ
ビワノタネガイ
ハトムギソデガイ
ビワノタネガイ
アラレコシダカシタダミ
トゲエビス
クマサカガイ
ヒメタイコガイ
コヤマイトカケ
マメヒバリガイ
ユキゾラホトトギスガイ
シャクシガイ
トゲエビス
クマサカガイ
ヒメタイコガイ

f;r* 叫万

只
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図9-1

死殻破片

図9-16
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表18（続き）．No.1722航海で確認された軟体動物門リスト（同定者　木村　昭一・木村　妙子）

Cariotro.2,idae 

A四 ged(.dUUしa
Microgaza aff. jガdescens
Bathybembix aeola 

/ノ,,, 

スハダシタダミの近似種
クサイロギンエビス

St. lOD 
St. lOD 

凶ン—-'ヽ
図9-2
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表19．No.1722航海で確認された紐形動物門リスト（同定者　波々伯部　夏美）

表20．No.1722航海で確認された扁形動物門多岐腸目リスト（同定者　大矢　佑基）

表21．No.1722航海で確認された被嚢動物門リスト（同定者　長谷川　尚弘）

表22．No.1722航海で確認された刺胞動物門花虫綱八放サンゴ亜綱リスト（同定者　櫛田　優花）

表23．No.1722航海で確認された動吻動物門，胴甲動物門，節足動物門リスト（同定者　藤本　心太）

~; 了旦旦了ふ~

目科種門
Arthropoda 
Loricifera 
Arthropoda 
Arthropoda -
Arthropoda 
Loricifera 
Kinorhyncha 
Arthropoda -
Arthropoda -
Arthropoda 
Tardigrada 
Tardigrada 
Tardigrada 
Loricifera 
Kinorhyncha 

- Copepoda sp. 
Nanaloricida Pliciloricidae Pliciloricidae spp. 

Copepoda sp. 
Copepoda spp. 
Ostracoda sp. 

Nanaloricida Pliciloricidae Pliciloricidae sp. 
Kinorhyncha sp. 
Copepoda sp. 
Copepoda spp. 
Ostracoda sp. 

Arthrotardigrada Styraconyxidae Tholoarctus sp. 
Arthrotardigrada Styraconyxidae Angursa sp. 
Arthrotardigrada Styraconyxidae Raiarctus sp. 
Nanaloricida Pliciloricidae Pliciloricidae sp. 
- - Kinorhyncha sp. 

和名 採集地点備考
Copepodaの1種 St.1D 
シワコウラムシ科の複数種 St.4B 
Copepodaの1種 St.SB 
Copepodaの複数種 St. 6-2D 
Ostracodaの1種 St.6-2D 
シワコウラムシ科の1種 St.6-2D 
動吻動物門の1種 St. 6-2D 
Copepodaの1種 St.SD 
Copepodaの複数種 St. lOD 
Ostracodaの1種 St.lOD 
Tholoarctusの1種 St.lOD 
Angursaの1種 St.lOD 
Raiarctusの1種 St.lOD 
シワコウラムシ科の1種 St.lOD 
動吻動物門の1種 St. lOD 

ビームトロール内ネット

ビームトロール内ネット
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表24．No.1722航海で確認された線虫動物門リスト（同定者　角井　敬知・藤本　心太）

表25．No.1722航海で確認された脊椎動物門軟骨魚綱及び硬骨魚綱とその寄生生物リスト（同定者　倉持　利明）

'"cc, 怜究勺オ戸旦唸

Trematoda Plagiorchiida 
Cestoda -
Trematoda Plagiorchiida 
Trematoda Plagiorchiida 
Cestoda -
Trematoda Plagiorchiida 
Cestoda 

St. 3B 
St. 4B 
St. 4B 
St. 5B 
St. 6B 
St. 6B 
停泊中釣り

Host: Synaphobranchus kaupii 
Host: Etmopterus unicolor 
Host: Synaphobranchus brevidorsalis 
Host: Eopsetta grigorjewi 
Host: Hydrolagus mitsukurii 
Host: Hydrolagus mitsukurii 
Host: Stron即Juraanastomella 

線形動物門（寄生性）
綱 目科
Chromadorea Rhabditida Anisakidae 
Chromadorea Rhabditida 

種 和名採集地点
Anisakis sp. - St. 4B 

St. SD 

備考
Host: Synaphobranchus brevidorsalis 
Host: Gnathophis xenicus 

節足動物門（寄生性）
綱 目
Malacostraca Isopoda 
Malacostraca Isopoda 

科
Cymothoidae 
屯mothoidae

窟― 和名 採集地点
停泊中釣り 英虚湾ロ
停泊中釣り 英直湾ロ

盲
Host: Carangoides equula 
Host: Pa伊usma;or




